
 

 

 

勉強会テーマ 

「個人情報保護」 

の経緯 

昨年度の話し合いで、「個人情報保護」が他団体との連携の壁となって

いるという課題がありました。しかし、本質を探る話し合いの結果、「個人

情報保護」は壁ではなく、「個人情報をどう使い、管理するのか」の情報が

共有されていないことが不安につながっていると結論づきました。 

この結果に対して、私たちが連携して取り組めることは何かという話し

合いでは、個人情報保護法のことを勉強する必要があるのではないかとい

うご意見があがりました。 

そこで今回は、「地域活動における個人情報の共有と取扱い事例」と題

して、田園調布学園大学の村井祐一先生を講師に招き、みんなで勉強会を

開きました。 

勉強会の内容 

と趣旨 

勉強会では、ただ講義を聞くのではなく、途中「ぷちワーク」を入れな

がら、参加しているメンバーの理解度、感想なども対話を通して共有を図

りながら進めました。 

同じ内容を聞いていても、人によって「捉え方」や「理解度」が違いま

す。「わかったこと」や「わからないこと」もきちんとみんなで共有するこ

とで、何が課題なのか、何かできるのかを考えていきます。 

ワーク① 

個人情報保護で 

「困っていること」 

⚫ 個人情報というワードに過剰反応がある。 

⚫ 名簿がつくれない。（特に新しいマンション世帯など） 

⚫ 個人情報の取得ができないため、不登校など困っている方の情報が入

りにくい。 

⚫ マンションやアパートのポストに名前が記載されていない。 

⚫ 連絡先を行政や関係機関に聞いても教えてもらえない。 

⚫ 地域の方にどこまで情報を出してよいかわからない。 

ワーク② 

講義を聞いての 

理解度 

⚫ 個人情報とプライバシーの違いがわかった。 

⚫ 個人情報とプライバシーの使い分けを正しくできるか不安、この２つ

がセットになった相談が寄せられるので取扱いが難しい。 

⚫ 個人情報保護法の正しい理解と正しい使い方をしたい。 

⚫ 本人の利益を考えなくてはいけないということがわかったが、そのた

めには本人との信頼関係が重要で、そこまでもっていくのが難しい。 

六郷助けあいプラットフォーム 7/3 分 

「勉強会」 



ワーク③ 

講義全体を聞いて 

今後出来そうなこと

や感想など 

⚫ 本人の利益を考えて個人情報を取り扱うことが重要だと思った。 

⚫ 利用目的をきちんと伝えることが大切だと思った。 

⚫ 個人情報保護法を正しく理解することが重要で、もっと学んだことを

他の人にも共有していきたいと思った。 

⚫ 個人情報の活用について、相手にどうやって納得してもらえるかが重

要だと思った。 

⚫ これまで、相手にとってプラスになることをあまり説明できていなか

ったので、これからはしていきたい。 

⚫ 名簿の価値や必要性を確認して作っていくべきと感じた。 

⚫ 本人の利益になる活用（同意を得る）について考える機会になった。 

⚫ 町会名簿等の個人情報の整備に活かしていきたい。 

⚫ 仕事上、入ってきた個人情報を守ることをしていたが、上手に活用で

きることを知った。 

⚫ 個人情報は「預かりもの」というお話しに共感した。 

⚫ 個人情報の活用に関しては、もっともっと勉強していかなければと思

う。 

⚫ 個人情報保護とプライバシーを考える背景には「人権」ということを

意識することが重要だと思った。 



 

 

 

勉強会の様子 

講師の田園調布学園大学 村井祐一先生 



次回の勉強会 

について 

前回の話し合いの場で、今後勉強したいテーマについて

アンケートをとったところ、「子どもの実態把握」と「他

の団体の活動」に一番関心がありました。 

このため、9月の勉強会テーマは、子ども食堂の発祥で

もある「気まぐれ八百屋だんだん」の近藤さんを講師に、

地域に子どもの居場所をつくることによって、どんな子

どもの実態や効果があるのかについてお話しを聞きた

いと思います。 

次回８月 7日（火）は 
「話し合いの場」です。 
 
18時 30分から 20時 30分まで 
会場は、六郷地域力推進センター４階会
議室です。 
 
前回、地域で出来ることのアイデア出し
をしましたので、その話の続きをします。 
 
お待ちしております。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


